
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

大12 工事設計簡素化に寄与する自動化ツール

2  課題の詳細

求める技術︓⑨

大阪市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

工事発注に係る設計書の作成にあたっては、設計コンサルタントからの成果品（設計図面や数量計算書）の提
出時に、数量計算書で工事に必要な材料及び数量が設計図面から正確に抽出されているかを確認している。

設計業務フローと業務効率化イメージ

設計書作成における数量計算の確認作業については、ミスを防ぐため複数人で確認を繰り返すこととしてお
り、多くの時間を要している。設計図面から工事に必要な材料及び数量等を、「ヒト」による確認を行わず
把握可能とする仕組みにすることで、業務量の削減に寄与できる。

設計図面（CAD）から工事に必要な材料及び数量に関するオブジェクト属性（種類・延長等）を読み取るこ
とが可能な技術

工事設計における数量計算（チェック作業含む）

年間45㎞の経年管更新に係る工事設計

図面のチェック
（数量計算書含む）
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